
新潟市 地域と学校パートナーシップ事業 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

大変だったが、園児

が笑ってくれて頑張

ろうと思った。 

 

 

たくさんの園児や地域

の人やいろいろな人とふ

れあえたと思う。 

（もどりてーなー） 

私は、こども銀行

を担当しました。小

さい子たちがゲーム

をするためにがんば

ってじゃんけんして

いる姿をみて元気を

もらったし、かわい

いなと思いました。 

小さな子とふれ

合えて楽しかった

です。普段あまり

このような体験を

したことがなかっ

たので、難しかっ

たけれどすごく勉

強になりました。 

久しぶりに幼稚園に

来て、小さい子たちと話

せたりできて良かった

です。２年生になっても

来たいです。 

私は「にんじゃまつ

り」の手伝いを経験し

ました。子どもたちが

小さな手で手裏剣を投

げているのはとても可

愛らしかったです。す

ごくいい経験をさせて

もらいました。本当に

ありがとうございまし

た。 

小さい子どもたちとたく

さんふれあえました。いっぱ

いしゃべれる子、あまり自分

の言葉を伝えられない子が

いました。最初は戸惑いまし

たが、笑顔で話すと相手も笑

顔で返してくれてすごくう

れしかったです。すてきな経

験をありがとうございまし

た。 

小さな子とふれ合っ

てとても楽しかったで

す。私も保育園児に戻っ

た気分でした。楽しいひ

とときをありがとうご

ざいました。 

なつかしい場所

で仕事できたのは

良かったです。 

 

 

 

 

初めてボランティアをしたが、園児たちが

とてもフレンドリーで「人見知りするだろう

な」と思っていたので、自分から話しかけて

きてくれた時、とても嬉しく応募して良かっ

たと思いました。 

 今年は海岸清掃と日にちが近く心配でしたが、

98 名もの生徒が参加しました。地域の川をきれ

いにしたいという思いの表れですね。 

 生徒会が中心になり、早朝から多くの生徒が地域

と一緒に活動しました。 

 
地域で活躍する中学生 

西幼稚園 夏祭り 7/22 

 

 
 

 

平成２８年 9月２７日 

新潟市立内野中学校 
地域教育コーディネーター 

玉木園子 山岸則子 木竜吉子 

 今年の夏も、内野中の生徒は地域で様々な活動をしました。 

 - 生徒１1名参加 - 

 

新川でゴミ拾い 7/16 

 

海岸清掃 7/18 

 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内野まつり フェスティバル参加 9/17 

 

      練習風景      

みるみる上達する様に、指導に 

入った地域の方も嬉しそうでした。           

夏休み学習教室 ７/29,30 

 

 

 

- 吹奏楽部 – 

うちの盆踊り 7/30 

 

 

内野まつりの見せ場です。毎年恒例になり、楽しみ

にしている方もたくさんいます。 

 お囃子や踊りの練習を経て、本番は見事に盆踊りを盛り上げてくれました。地域

の貴重な人材です。  

 

 - 有志生徒１０名参加 - 

 

 

 

 

校長先生、教頭先生と語る会 ７/３０ 

   夏休みの一日、何名かお声がけできたボランティアさんと校長先生、教頭先生を交えて「語る

会」を開きました。普段ボランティアをしていて感ずる事、思うところ、また内野中の教育につい

てなど、様々な意見を出していただきました。時間に制限があり、語り合うには不充分でしたが、

なかなか白熱した会になりました。 

 ボランティアの皆さんの深い思いに触れることができ、大変ありがたく思いました。また、この

ようにコミュニケーションをとる機会を継続して作っていく大切さも感じました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
         本番です。      

中学生の参加で一層はなやかに感じました。          

 2日間、先生方やボランティアの

皆さんと熱心に学ぶ姿がみられまし

た。         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西区デザイン講座（ジュニア版） 8/3 

 

 内野の問題点を確認でき、日ごろ聞くことがない地域

の人々の声を知ることができました。それに、内野周辺の

地域のことも詳しく知ることができたので、これからは自

分に出来ることを精一杯努めていきたいです。 

 何も分からないところへ足を踏み入れたことで得た知

識もありました。地域のことを客観的に見ることで発見し

たこと、自分たちしか分からない貴重な体験ができまし

た。 

他校との交流により得た様々な取り組み、内野のために

できることもたくさんあると思いました。 

 「私達の町を私達で変える」というのは今まであまり

考えたことがなかったし、非現実的な感じだったけれど、

講座で身近でできることが意外とあると分かった。 

同じ班になった皆さんが、私達をサポートしてくださっ

たり親しみやすくしてくださったおかげで楽しく話し合

いを行うことができました。 

内野町の文化にふれ、桜などの大切さ、海、川があるあ

りがたさを知ることができました。未来の内野町の姿や、

昔の姿など初めてじっくり考えることができました。 

また、他の学校の人と意見を交わし、より良い学校に

するための活動も知ることができました。中学生だからま

だできない。ではなく、中学生だからできることをしてい

きたいです。 

 地域の方や他校の生徒会委員と交流することができ、学べることが多くありました。普段は考えたことのない「将来

の町のすがた」について、意見交換をして内野町の良い所、悪い所、その改善点が多く見つかりました。 

これを生かして、自分のできることから自分の住んでいる町をよりよくするために貢献したいです。また、地域の方

と交流する機会は少ないので、とても良い経験ができてよかったです。 

 - 参加した生徒の感想 – 
 

新潟大学「学校フィールドワーク」受講の学生さんから感想をもらいました 

 
 今年度、新潟大学で新たに始まった事業です。教師を目指す学生に学校の日常全般に関わることを通じて、

学校を取り巻く環境の理解や教師へのイメージを早期に確立できるよう支援する取り組みです。 

 ２名の学生が８月末から受講し、期間終了後もいちボランティアとして引き続き来校してくれています。 

 ボランティアに参加してみて、

生徒はとても素直で先生も親切に

指示等を出していただいたので、

とてもよい雰囲気で活動すること

ができました。また、先生方や他

のボランティアの方々からは、授

業の進め方や生徒との接し方など

様々なことを学ばせてもらいまし

た。 

（経済学部 ３年 石田稔和） 

 母校ということもあり、懐かしい先

生、懐かしい教室で当時とは違った角度

から授業を受けることができて新鮮な気

持ちで参加することができました。多く

の生徒の表情が、自分が机に向かってい

た時とはまったく違って見えて、教師へ

の道を一歩進むことができたのだと実感

しました。それと同時に、この内野中で

は多くの経験をしてきて、大学生となり

また貴重な経験をさせていただき、喜び

と感謝の気持ちがこみ上げてきました。 

（教育学部 １年 丸山元紀） 

 

 

 

 

 

 「子どもから高齢者までたくさんの人が積極的に交流する

元気な街」というテーマで西区の中学生と地域の代表者が語

り合いました。 

中学生が自分の地域の良いところにたくさん気づいている

ことにまずは驚きました。地域の良いところをどう活かすか、

何かできるか具体的に考えた今回のアイディアが実際に形に

なると、地域への関心や関わりがより高まり、中学生の自信

にもつながっていくと思いました。 



 

 

 

  

 

 広報誌に中学生コーナーが実現しました。昨年「西区地域デザイン講座ジュニア版」に参加した

生徒の提案が地域の中で実現しました。この広報誌は、西内野の全世帯に配布され、西出張所や西

区役所などにも置かれます。また西区のホームページ、西内野コミュニティ協議会の広報誌のとこ

ろにもアップされます。この紙面では白黒ですが、実物はカラーで印刷されています。 

西内野コミュニティ協議会 広報誌への参画 9月 30日号 


